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研究成果概要 
 
	 平成 28 年度は、５月末までの最初のビーム期間の大半を反νμビームデータの収集に
費やした。これによりＴ２Ｋ実験で取得した反νμビームのデータ総量は 7.471e20 POT
となり、νμビームデータの総量 7.482e20 protons on target（POT）とほぼ同量となっ
た。反ニュートリノビームデータの収集は、オフアクシスビーム法を用いた長基線実験

としては世界で初めて行われているものであり、ニュートリノＣＰ対称性の破れの解明

のために欠かせないものである。Ｔ２Ｋ実験の後置検出器であるスーパーカミオカンデ

（ＳＫ）では、データ収集およびデータクオリティの徹底した監視体制により、観測デ

ッドタイムを１％程度に抑えることに成功した。 
	 ２０１０年の実験開始から２０１６年５月末までにＴ２Ｋ実験で取得した全νμビー

ムデータにおいて、ＳＫで観測されたνe出現候補事象の数は３２個であった。ＣＰ対称

性の破れがない場合に予測される事象数は約２４個であり、予測値と異なる観測結果と

なった。また、２０１４年に収集を開始した反νμビームデータについては、同じく２０

１６年５月末までに所得した全データにおいてＳＫで観測された反νe 出現候補事象の

数は４個であり、これまたＣＰ対称性の破れがない場合の予測事象数約７個とは違いが

見られた。これらのνeおよび反νe事象サンプルのほか、νμおよび反νμ事象サンプル

も用いて、さらに原子炉ニュートリノ実験によるθ13 測定結果も取り入れた統合的なニ

ュートリノ振動解析を行った。その結果は、「ＣＰ対称性の破れがない」という仮説が９

０％の信頼度で棄却され、ＣＰ対称性の破れの存在を示唆するものであった。この結果

は、ＩＣＨＥＰ２０１６国際会議において報告され、全世界に大きなニュースとして伝



えられた。 
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